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苦難を乗り越え新たな旅立ち
—大熊中学校卒業証書授与式—

フルーツの香り漂う　ロマンの里

おおくま
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私
た
ち
が
ふ
る
里
『
お

お
く
ま
』
を
追
わ
れ
、
早

２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
警
戒
区
域
が
解

除
さ
れ
、
一
部
の
地
域
は

立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

大
部
分
の
地
域
が
帰
還
困

難
区
域
と
な
っ
た
大
熊
町

は
、
い
ま
だ
96
％
の
町
民

が
自
由
に
立
ち
入
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
３
月

12
日
の
あ
の
日
か
ら
ふ
る

里
を
そ
の
目
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
年
３
月
、
震
災
か
ら

２
年
を
経
過
し
た
大
熊
町

の
現
状
を
写
真
に
納
め
ま

し
た
。

　

震
災
以
前
と
変
わ
ら
な

い
風
景
、
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
風
景
な
ど
様
々
で

す
。

わ
が
町『
お
お
く
ま
』の
今熊川の水田。子どもたちや農家の方々が大切に手入れしていた水田は、セイタカアワダチソウ

が生い茂り、すっかり様変わりしています。久麻川【空間線量率 20.0 マイクロシーベルト】
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役場屋上からの町並み。季節は違えど
何も変わらない風景が広がっています。
大野【空間線量率：2.5 マイクロシーベ
ルト】

熊町幼稚園。子どもたちの声の聞こえな
い園庭には雑草が茂り、園舎も3月11
日のままです。緑ヶ丘【空間 線 量率：
17.0 マイクロシーベルト】

にぎわいの途絶えた商店街は、人影が
無いだけで何も変わっていません。大野

【空間線量率：5.0 マイクロシーベルト】

大野小学校。使われなくなった校庭は、
雑草と霜柱の跡で柔らかくなっています。
清水【空間線量率：8.0 マイクロシーベ
ルト】
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川内村 0.5％

川内村
2.9％

第 1希望
（n=2,133）

第 2希望
（n=2,133）

第 3希望
（n=2,133）

会津若松市
9.2％

会津若松市
5.2％

会津若松市
6.6％

いわき市
66.2％

いわき市
13.0％

いわき市
4.4％

郡山市
20.2％

郡山市
10.0％

福島市 1.2％

福島市 2.7％

福島市
6.3％

郡山市
12.2％

広野町 2.3％

広野町
16.6％

広野町
7.7％

川内村 0.1％

福島県外 0.1％

福島県外 0.2％
わからない 0.8％

わからない 0.0％

無回答
4.0％

無回答
38.5％

無回答
54.4％

福島県内その他の市町村 3.8％

福島県内その他の市町村 3.0％

福島県内その他の
市町村 7.4％ 福島県外 0.3％

わからない 0.0％

住民意向調査
「避難期間中の住まいの確保について」の

調査結果が公表されました。
１月10日から皆さまにご協力いただいておりました、復興庁、福島県及び大熊町が実施し

た住民意向調査「避難期間中の住まいの確保について」の結果が取りまとめられ、復興庁より
公表されました。

今回の調査は、主に福島県が建設する災害公営住宅の入居に関する皆さまの意向を把握させ
ていただくために実施させていただいたものです。家賃の問題や間取り等がはっきりしていな
い段階での調査となり、判断できない方が多い結果となりました。今後は、具体的事項が明ら
かになった段階で、さらに皆さまのご意向を確認してまいりたいと考えております。

◎調査の概要

１．調査対象：大熊町全世帯主（分散している場合は、それぞれの代表者）5,246世帯
２．調査方法：郵送法
３．回  収  率 ：3,445世帯（回収率65.7％）

◎主な調査結果

１．災害公営住宅への入居意向

≪入居を希望する地域≫

全　数（n=3,445）

第１期分への
入居を希望する

第２期分以降への
入居を希望する

現時点では判断できない 入居を希望しない

第１期分への入居を希望するが落選した場合は、
第２期分以降への入居を希望する

10.8％ 5.5％ 8.4％ 37.2％ 36.6％

無回答
1.5％入居意向

あり
24.7％

14444244443
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※災害公営住宅への入居意向は全体で24.7％（約850世帯※避難世帯ベース）となっており、
建設場所や家賃、今後の生活設計がはっきりしないことから、現時点では判断できない方が
37.2％（約1,281世帯※避難世帯ベース）となっている。

また、希望する地域は、入居希望者と現時点では入居の判断ができない方に回答していた
だき、第１希望でいわき市が66.2％（約1,412 世帯※避難世帯ベース）となっており、続い
て多かったのが郡山市12.2％（約260 世帯※避難世帯ベース）、会津若松市9.2％（約196 
世帯※避難世帯ベース）となっている。

※大熊町への帰還意向は、「戻る」が11.3％（前回調査11.0％）、「戻らない」が42.3％（前回
調査45.6％）、「判断がつかない」が43.5％（前回調査41.9％）となっており、前回調査（９月）
と大きく変化はない。

２．災害公営住宅入居に当たって重視すること
（最も重視するもの～３番目の合算合計・複数回答）

３．大熊町への帰還意向

0 25 50 75 100（n=2,133）入居意向者

買い物、通勤、通学、通院等の
生活の利便性が高いこと

希望する市町村であること

１戸当たりの住宅の面積が広いこと

家族、親、親戚が一緒に又は
隣接・近接して住めること
建物が低層でゆったりとした

配置であること
行政区などの地域コミュニティが

まとまって入居できること

早く入居できること

その他

無回答

83.2

58.0

48.9

33.0

27.9

17.4

9.3

5.5

2.2

（n=3,445）全体

現時点でまだ
判断がつかない

43.5%

現時点で戻りたい
と考えている
11.3%

無回答
3.0%

現時点で戻らない
と決めている
42.3%
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　富岡町の警戒区域解除に伴い、３月 25 日（月）午前０時より大川原・中屋敷地区住民の方の立ち入りルート
が一部変更となりました。なお、スクリーニングは上手岡スクリーニング会場をご利用ください。
　錦台のバリケードは通行ができなくなりましたのでご注意ください。

　①南ルート　国道６号線楢葉町役場前交差点を左折し県道 35 号線（いわき浪江線）を北上
　②西ルート　国道 288 号線田村市都路町より国道 399 号線へ入り県道 36 号線（小野富岡線）を経由して

県道 35 号線（いわき浪江線）を北上
　③北ルート　国道６号線三角屋交差点を右折し県道 251 号線（小良ヶ浜野上線）を経由して県道 35 号線（い

わき浪江線）を南下（通行証が必要です）

　①南ルート　国道６号線楢葉町役場前交差点を左折し県道 35 号線（いわき浪江線）を北上し大川原地区を
経由して野上橋バリケードを通過し中屋敷地区へ（通行証が必要です）

　◇西ルート　国道 288 号線田村市都路町より東へ（通行証が必要です）
　◇北ルート　国道６号線三角屋交差点を右折し県道 251 号線（小良ヶ浜野上線）を経由して県道 35 号線（い

わき浪江線）を北上（通行証が必要です）

【お問い合わせ先】　大熊町役場会津若松出張所　環境対策課

【
大
川
原
地
区
】
【
中
屋
敷
地
区
】

大
川
原
・
中
屋
敷
地
区
へ
の
立
ち
入
り
ル
ー
ト
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
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中屋敷地区に設置されているゲート

中屋敷・大川原地区立ち入りルート図
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町の
うごき

大川原の先行除染を視察しました

役場現地事務所が設置されました

渡辺町長と町議会が2月22日、行政区長会が2月26日に

大川原南平地区で行われている環境省直轄の先行除染現

場を視察しました。

同地区の先行除染は、28ヘクタールで行われており、

大多数を農地が占めています。農地の除染は、生い茂っ

たセイタカアワダチソウを刈り取り、重機を使って表土

を10センチメートル削り取る作業で行われています。こ

の作業により、除染前は毎時２～10マイクロシーベルト

あった空間線量率が、約10分の1まで低減することを確

認しました。

作業員を前に、渡辺町長は「復興への道筋ができ始めた」

とあいさつし、帰還に向け確実に前に進んでいることを

確認しました。

しかし、山林部分は重機がほとんど使用できず、手作

業で落ち葉などの堆積物を除去しなければなりません。

また、倒木のおそれがあるため、農地のように表土を削

ることができず、線量が1割程度しか下がらない場所もあ

ります。

除染作業には大熊町の町内業者があたっており、従事

している作業員約200人の多くは大熊町の町民です。現場には『はじめよう大熊町から！町民の力で復興

を！』の文字が掲げられ、除染作業員の皆さんの気持ちが伝わってきました。

４月１日（月）より、町民および町内入域者の便宜を図るため、大熊町役場現地連絡事務所が坂
下ダム連絡事務所に設置されました。

現地事務所では、町内の火災・災害・防犯の対応や除染現地確認の補助、一時帰宅の補助、現地
調査・インフラ復旧の補助、町内入域者の対応などを行います。
◆開所日
　　月～金曜日
　　（土・日・祝日および12月29日～１月３日を除く）
◆開所時間
　　午前８時30分～午後５時15分

【お問い合わせ先】
　　大熊町役場現地連絡事務所
　　（大熊町大字大川原字手の倉125）
　　☎ 0240-32-2318　FAX 0240-32-5460 大熊町役場現地連絡事務所前景

表土を削り取る重機

作業員の前であいさつする渡辺町長
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町民の
ひろば

健康で楽しく働ける、豊かなまちをつくりましょう。
みんなで助けあい、明るいまちをつくりましょう。
きまりを守り、平和な住みよいまちをつくりましょう。
自然を愛し、きれいなまちをつくりましょう。
進んで学び、香り高い文化のまちをつくりましょう。

町
民
憲
章

大熊町東日本大震災合同追悼式は3月10日、会
津若松市の神保セレモニーホール天恵苑で行わ
れ、津波で亡くなった11人と、避難中に亡くなっ
た200人の合わせて211人を弔いました。

式には、遺族や関係者約140人が参列し、黙と
うをささげました。その後、渡辺町長が「高い放
射線量に阻まれ、納骨もままならず、満足に供養
することもできないといった深い悲しみ、喪失感
は、察するに余りあるものがあります。一日でも
早く一人でも多くの町民が大熊町に帰還できるよ
う努力してまいります」と決意を述べました。

また、参列した室井照平会津若松市長、千葉幸
生町議会議長、増子輝彦参議院議員が追悼の言葉
を贈りました。

参列者は、一人ひとりが祭壇に花を供え、故人
の冥福を祈りました。

図書館振興財団主催の「図書館を使った調べる学
習コンクール」で、大野小学校６年の前田栞奈さん
が佳作に選ばれ、２年連続の受賞を果たしました。

このコンクールは、図書館を利用し、日頃から興
味を持っていることや疑問に思っていることなどを
調べ学習し、その内容を競うものです。

前田さんは、『日本のゆくえは？今後期待される
エネルギーは？』をテーマに、原発事故の原因や原
発に代わるエネルギーを調べまとめました。

賞状の授与式は２月27日、同小学校体育館で行
われ、図書館振興財団の石川徹也常任理事が前田さんに表彰状を手渡しました。

前田さんは「（図書館は）自分の気になっていることを調べられるのが楽しい」と話し、２年連続
の受賞にうれしそうにほほえんでいました。

211人を弔う

調べる学習コンクールで2年連続の受賞

式辞を述べる町長

献花をする遺族

賞状と作品をを手にする前田さん

－大熊町東日本大震災合同追悼式－

－前田栞奈さん（大野小６年）－
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会津若松市の鶴ヶ城で３月９日、10日の両日に開催された

「鶴ヶ城プロジェクションマッピング『はるか』」の公開セレモ

ニーが前日の３月８日、同会場で行われ、大熊町民が招待され

ました。

セレモニーには、ＮＨＫ大河ドラマ「八重の桜」で新島八重

を演じる綾瀬はるかさん、八重の父山本権八役の松重豊さんが

参加し、同ドラマのオープニングにもエキストラで出演した子

どもたちとカウントダウンをしイベントを盛り上げました。

来場者は城の壁一面に映し出された幻想的な映像に酔いしれていました。

福島県警本部や福島海上保安部、地元消防による避難区域内

一斉捜索が３月９日、海岸線で行われ大熊町消防団が参加しま

した。

大熊町内での捜索は、熊川海岸から福島第一原子力発電所近

くの夫沢海岸までで行われ、団員たちはテトラポッドの間を丹

念に捜索しました。

捜索は、この日の他、３月11日、13日にも行われました。

大熊町消防団は、今後も継続してその一斉捜索活動に参加していきます。

３月13日に挙行された大熊中学校卒業証書授与式に歌手のAI

さんが駆け付け、ライブで卒業生の旅立ちを祝福しました。

このサプライズは、AIさんが卒業生の池田慧生君からの「苦

難を乗り越えた仲間たちとの最高の思い出をつくりたい」との

手紙に答えたものです。

ライブは式典終了後、会場である会津若松市文化センターで

行われ、AIさんは卒業生や在校生に向け「ハピネス」や「VOICE」

を熱唱しました。

代表曲の「Story」で池田君のピアノと共演する場面もあり、卒業生たちにとって忘れられない最高

の卒業式になりました。

幻想的な映像に歓声

町内海岸を丹念に捜索

ＡＩさんが卒業生を歌で祝福

－鶴ヶ城プロジェクションマッピング『はるか』－

－大熊町消防団ー

－大熊中学校卒業証書授与式－

町民のひろば

幻想的に彩られた鶴ヶ城

海岸を丹念に捜索する団員

卒業生を祝福するAIさん
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お 知 ら せ
　

４
月
１
日
よ
り
「
大
熊
町
タ
ブ

レ
ッ
ト
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
の
電

話
番
号
が
変
わ
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
と
も
な
い
名
称
も
、「
大

熊
町
タ
ブ
レ
ッ
ト
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
」
か
ら
、「
大
熊
町
タ
ブ
レ
ッ

ト
相
談
室
」
に
変
わ
り
ま
す
。

　

今
ま
で
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

た
大
熊
町
タ
ブ
レ
ッ
ト
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
は
３
月
29
日
（
金
）
を
も

ち
ま
し
て
閉
鎖
と
な
り
ま
し
た
の

春
先
で
空
気
が
大
変
乾
燥
し
、

火
災
が
起
き
や
す
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。

浪
江
町
で
は
、
3
月
10
日
に
墓

地
よ
り
出
火
し
、
４
ｈ
ａ
延
焼
し

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
町
内
墓
地
で
発
煙
を
認

め
、
消
防
署
で
対
応
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

帰
還
困
難
区
域
等
で
あ
る
町
内

で
火
災
が
発
生
す
る
と
、
避
難
指

示
に
よ
り
町
民
が
い
な
い
た
め
、

発
見
が
遅
れ
大
規
模
な
火
災
に
発

展
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

町
内
に
入
ら
れ
る
場
合
は
次
の

点
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
お
線
香
、
ロ
ー
ソ
ク
な
ど
火
気

の
使
用
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

②
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

③
焚
き
火
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

④
ガ
ス
コ
ン
ロ
は
使
用
し
な
い
で
、

ガ
ス
の
元
栓
や
ボ
ン
ベ
の
バ
ル

ブ
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

（
県
民
健
康
管
理
調
査
基
本
調
査

問
診
票
の
ご
回
答
の
お
願
い
）

福
島
県
で
は
、
原
子
力
災
害
に

よ
る
放
射
線
の
影
響
を
踏
ま
え
、

県
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
を
長
期
に

わ
た
り
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

の
出
発
点
と
し
て
、
問
診
票
を
ご

提
出
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
は
、

各
々
の
外
部
被
ば
く
線
量
を
お
伝

え
し
て
お
り
ま
す
。

現
時
点
で
推
計
結
果
の
通
知
が

届
い
て
い
な
い
皆
さ
ま
に
は
、
現

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

変
更
後
の
相
談
室
で
も
引
き
続

き
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
お
申
込

み
の
受
付
か
ら
、使
い
方
の
説
明
、

修
理
・
故
障
の
受
付
ま
で
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る

質
問
に
お
答
え
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
変
更
前

　

大
熊
町
タ
ブ
レ
ッ
ト

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　

☎
０
１
２
０

−

９
２
２

−

３
１
３

○
変
更
後

　

大
熊
町
タ
ブ
レ
ッ
ト
相
談
室

☎
０
８
０
０

−

８
０
０

−
０
９
０
７

　
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　
企
画
調
整
課

情
　
報

防
　
災

お
願
い

タ
ブ
レ
ッ
ト
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
の
電
話
番
号

が
変
わ
り
ま
す

町
内
立
入
り
時
の

火
気
の
扱
い
に
つ
い
て

あ
な
た
の
健
康
、

見
守
り
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
先

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

環
境
対
策
課

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

０
１
２
０

−

２
６

−

３
８
４
４

（
代
表
）

在
、
急
ピ
ッ
チ
で
作
業
を
進
め
て

お
り
ま
す
の
で
、
も
う
少
々
お
待

ち
く
だ
さ
い
。

ま
だ
作
成
さ
れ
て
い
な
い
皆
さ

ま
に
は
、
基
本
調
査
問
診
票
に
ご

記
入
い
た
だ
き
、
平
成
23
年
３
月

11
日
か
ら
７
月
11
日
ま
で
の
ご
自

身
の
外
部
被
ば
く
線
量
を
確
認
い

た
だ
く
た
め
に
、
問
診
票
の
ご
提

出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
出
前
書
き
方
説
明
会
・
相
談
会

お
申
し
込
み
に
つ
い
て

県
と
県
立
医
科
大
学
で
は
、「
県

民
健
康
管
理
調
査　

基
本
調
査
問

診
票
」
に
関
す
る
出
前
書
き
方
説

明
会
・
相
談
会
を
皆
さ
ま
の
ご
要

望
に
応
じ
て
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
時
は
、
土
・
日
・
祝
祭

日
を
除
く
午
前
９
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で
の
間
で
、
１
回
当
た
り
10

～
15
人
ま
で
の
相
談
が
可
能
で

す
。詳

し
く
は
、
県
立
医
科
大
学
県

民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
島
県
立
医
科
大
学
　
県
民
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４

−

５
４
７

−

１
７
８
６

HP

：

あ
な
た
の
健
康
、
見
守

り
ま
す
。
で
検
索

お
問
い
合
わ
せ
先

お
問
い
合
わ
せ
先
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「
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー（
愛

称
：
法
テ
ラ
ス
）」
は
、
国
が
設

立
し
た
公
的
な
法
人
で
す
。
身
近

な
法
的
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
と

き
、
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
役
立
つ

情
報
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
24
年
4
月
に

震
災
特
例
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
被
災
地
の
方
々
は
、
弁

護
士
や
司
法
書
士
と
無
料
で
相
談

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

法
テ
ラ
ス
で
は
、
平
成
25
年
３

月
17
日
（
日
）
に
、
福
島
県
沿
岸

部
で
初
め
て（
県
内
で
２
ヵ
所
目
）

と
な
る
被
災
者
支
援
の
た
め
の
出

張
所
「
法
テ
ラ
ス
ふ
た
ば
」
を
開

設
い
た
し
ま
し
た
。（
こ
れ
ま
で

に
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
３
県
で

５
ヵ
所
の
出
張
所
を
設
置
し
て
い

ま
す
。）

法
テ
ラ
ス
ふ
た
ば
で
は
、
弁
護

士
・
司
法
書
士
が
、
地
域
の
方
々

が
抱
え
る
様
々
な
法
的
ト
ラ
ブ
ル

（
原
発
被
害
の
損
害
賠
償
請
求
・

相
　
談

は
じ
ま
り
ま
す

無
料
の
法
律
相
談
　

「
法
テ
ラ
ス
ふ
た
ば
」

開
設

借
金
・
住
宅
ロ
ー
ン
、
相
続
、
離

婚
、
土
地
の
権
利
・
売
買
・
賃
貸

借
、
交
通
事
故
、
解
雇
、
給
料
未

払
い
等
）
に
つ
い
て
法
律
相
談
等

に
応
じ
て
お
り
ま
す
。
相
談
日
時

に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
電
話
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
法
律
相
談
の
後
、
法
的

ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を
弁
護
士
や
司

法
書
士
に
依
頼
さ
れ
る
場
合
に
、

そ
の
費
用
を
無
利
息
で
立
て
替
え

る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間

午
前
９
時
～
午
後
5
時
（
土
日

祝
日
を
除
く
）

※
予
約
の
受
付
は
３
月
８
日

（
金
）
か
ら
開
始

◆
電
話
番
号

０
５
０

−

３
３
８
１

−

３
８
０
５

◆
場
　
　
所

福
島
県
双
葉
郡
広
野
町
広
洋
台

１
丁
目
１
番
89

◆
業
務
の
概
要

弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る
無

料
法
律
相
談
等（
予
約
優
先
制
）

法
テ
ラ
ス
ふ
た
ば

☎
０
５
０

−

３
３
８
１

−

３
８
０
５

お
問
い
合
わ
せ
先

大熊町では、原発賠償補償金の請求手続きな
どの相談ができる「賠償・支援相談窓口」を、
大熊町役場会津若松出張所内に開設しています。
窓口では、賠償以外にも相続手続き、借金
の支払いや二重ローン問題、会社関係などの
相談もできますのでご利用ください。

【お問い合わせ先】
大熊町役場会津若松出張所企画調整課

賠償・支援相談窓口を
開設しています

◆相談日　毎週火曜日・木曜日
　　　　　午後１時～４時
◆場　所　大熊町役場会津若松出張所
　　　　　企画調整課内
◆相談料　無　料
◆協　力　福島県司法書士会会津支部

現在町民の皆さんは、原発事故により全国各地に避難を余儀なくされておりま
す。
しかし、事故から２年が過ぎ、震災がメディアに取り上げられる機会も少なく
なってきた中で、原発被災者を非難する記事を掲載する週刊誌なども出てきてお
り、実際に避難先住民の方とのトラブルも報告されております。
また、慣れない避難先での生活は訪問販売による詐欺など防犯にも注意が必要
です。
いまだ先の見えない不安や慣れない避難先での暮らしなどで精神的な疲れもあ
るかと思いますが、今一度、お世話になっているということを再認識し、避難先
住民の方々と良好な関係を築き地域にとけ込むことが、安心できる避難生活を送
るためには必要ではないでしょうか。

安心できる避難生活のために
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「生活のリズムを整えて、
　元気いっぱいな毎日を！」
～健康な体は「５つの定点」から～

新年度を迎え、何かと忙しい毎日が続きます。気持ちも新たに元気に１日をスター
トさせたいものですが、新しい環境の中で体調を崩してしまう方も多いのではない
でしょうか。そんな時こそ大切なのは「生活リズムを整えること」です。生活リズ
ムには「５つの定点」があります。

◎朝食の時間　　　◎昼食の時間　　　◎夕食の時間
◎寝る時間（就寝時間）　　◎起きる時間（起床時間）

これらすべてを一度に定めるのではなく、どれか１つからでかまいません。時間
を定めた生活を心がけてみましょう。不規則な生活が続くと、体内リズムが安定せ
ずに朝からぼーっとしたり、調子が出ないまま１日が終わってしまいます。生活リ
ズムが整うと体内リズムが整い、毎日元気に活動することができます。　
私たち人間の体は、朝日を浴びることで目覚めるといいますから、まずは早寝に
チャレンジしてみませんか。早く寝れば自然に早起きができ、忙しい朝でもゆとり
を持ってごはんを食べる時間がとれます。朝ごはんを食べて昼間元気に活動すると、
夜も質のよい眠りにつけますよ。できることから始めてみましょう！

　保健だより

「育児相談会」
～みんなでワイワイ リフレッシュ♪～
前回は、福島県相談支援専門職チーム会津　坂内康典理学療法士の指導により、育
児で疲れたお母さんの心と身体をほぐすための体操をしました。次回はおしゃべり＆
親子体操を企画しています!!

※申し込みは不要ですので直接会場においでください。
　保健センター　☎0120−26−3844

日　　程
受付時間
場　　所
対�象�者

平成25年５月９日（木）
午前10時〜11時
会津若松市河東保健センター
就学前の乳幼児

内　　容

持参する物

身体計測、育児相談、栄養相談、
親子遊び、ベビーマッサージなど
母子健康手帳､ バスタオル

体操でリフレッシュ
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町民掲示板

東日本大震災（原発事故）から２年目を３日後に控える３月８日（金）３回目となる熊二地区交流会を、
小名浜オーシャンホテル＆ゴルフクラブで開催しました。
今もなお県内外に避難生活を送る中15世帯中13世帯22人が参加、半年ぶりの再会にお互いの健康・無
事を確認喜び合いご馳走を食べながら酒を酌み交わしました。震災後２年を迎える中、今回は現在までの
近況報告と今後の動向報告等々「滑津は今までのままの滑津で行こう！」を確認しましたが、話は尽きず
二次会場へ場所を移し、久しぶりの再会に夜遅くまで交流を深め次回の会は７月頃に開催することを約束
し別れを惜しみながら散会となりました。

熊二地区�志賀　和彦

３月９日、会津若松市への感謝の意もこめて、東山温泉原瀧さんで県内外から40名の同級生が集まり、
無事終了することが出来ました。ご参加くださった皆様、最後まで協力してくださった皆様、ほんとうに
感謝いたします。
私たちは、統合大熊中の新校舎に入学した最初の1年生です、工事中のグランドを眺めながらの授業を思
い出します。ベランダに並んでの遠方凝視訓練や、全校挙げての陸上、水泳、駅伝はすべて優勝、各部活
動も多くの優勝旗を持ち帰った記憶があります。
こころの置場所に戸惑いながらの毎日に、少しの時間でしたがいい刺激を頂きました。どこで生きてい
こうとも、大熊町立大熊中学校の卒業生であることは変わりありません。ありがとうございました。

代表幹事　武内　孝之

滑津地区交流会を開催しました

昭和52年度 大熊中学校第５回卒業生同窓会を開催しました
「心地よい時間をありがとう」のメッセージに感激してます。
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町民掲示板

死亡者名 年 齢 住　所
2013年（平成25年）２月

石　田　　　實 83 歳 滑 津
佐　藤　守　亮 60 歳 西 大 和 久
齊　木　信　子 85 歳 向 畑

おくやみ申し上げます

茨城県に避難の大熊町のみなさんへ
大熊町避難者コミュニティ

「積小為大の会」のご案内
４月の定例会は以下の通り開催します。

　町内にあった福島第一聖書バプテスト教会が、3月8日、いわき市
泉町に新会堂「泉のチャペル」をオープンしました。
　お茶飲みのスペースを設けて、様々な趣味の集いや英会話教室
等も随時行う予定ですので、どうぞお気軽に遊びに来てください。
　交流や情報交換の場としても使用していただければうれしいです！�
【お問い合わせ先】
　福島第一聖書バプテスト教会　泉のチャペル
　　住所　福島県いわき市泉町滝尻字泉町49（カワチ薬品泉店となり）
　　電話　0246-38-5757

熊一区総会について
　震災によって開催することができなかった、
平成22年度および平成23・24年度通常総会を2
月16日に一箕松長応急仮設住宅第２集会所（会
津若松市）で開催しましたのでご報告します。

１．収支決算報告
　熊一区一般会計
　①平成22年度
　　収入総額　2,966,388円
　　支出総額　2,717,457円
　　差引残額　248,931円（次年度繰越）
　②平成23・24年度
　　（平成23年3月26日から平成25年2月16日まで）
　　収入総額　249,467円
　　支出総額　�61,419円
　　差引残額　188,048円（次年度繰越）

《他会計は省略》

２．役員改選について
　総会により役員は下記のとおりとなりました。
　区　長　　佐久間　住夫（会津若松市）
　副区長　　渡　部　眞綱（いわき市）
　副区長　　遠　藤　理枝（会津若松市）

３．今後の運営について
　①区経費については、必要最低限をその
　　都度支出する。
　②役員報酬は、支給しない。

スリーエース会（大熊町）主催
復興チャリティー歌謡まつり開催

福島第一聖書バプテスト教会 オープンのお知らせ

◆日　時　４月21日（日）�９：00〜12：00
◆場　所　社団法人茨城県産業会館
　　　　　（水戸市桜川2-2-35）
◆内　容　弁護士による種々の法律勉強会および
　　　　　個人相談
◆その他　町民同士の情報交換

◆日　時　４月18日（木）�午前10時〜
◆場　所　川口グリーンセンター正門集合
◆参加費　200円（入場料にあてます）
◆持ち物　お弁当（センター内はレストラン、

売店があります）
※雨天決行
　桜は散ってもグリーンセンターはお花が
　いっぱい!!

◆日時　５月18日（土）
　　　　開場�9：30
　　　　開演�10：00
◆会場　いわき市文化
　　　　センター
　　　　大ホール
　　　　入場無料

【お問い合わせ】　
野田朋弘（日立市）☎090-8423-5608
Email：tomohiro-n@higashi-t.com

【お問い合わせ】
☎090-7325-8941�
担当：立花

【お問い合わせ】　ひまわり�☎080-4920-4931

埼玉県へ避難している皆さんへ

　　　　『ひまわりの会』今月は
お外でサロン!!

死亡者名 年 齢 住　所
2012年（平成24年）11月

市　村　　　強 88 歳 中 央 台

片　倉　サツキ 84 歳 西 平
2013年（平成25年）２月



あらかると
à la carte

この印刷物は、環境にやさしい
「大豆油」インキを使用しています。

大熊中学校卒業証書授与式が３月13日に会津若松市文化センターで、
大熊幼稚園修了証書授与式が19日に幼稚園広田園舎で、22日には大野小
学校・熊町小学校卒業証書授与式が同小学校体育館で挙行され、子ども
たちがそれぞれの門出を迎えました。

子どもたちの門出を祝福
－卒業式・卒園式－

大野・熊町小学校

大熊中学校

大熊幼稚園


